
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年７月１日 発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報誌 第２６号 

理 念 

 私たちは、人道・博愛の赤

十字精神のもとに、子どもた

ちの最善の利益を守り、健や

かな成長を図ることのできる

愛情のこもった保育看護を提

供します。 



クラスの旗を製作中。スタンプで華やかに♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

春春春春のうんどうのうんどうのうんどうのうんどう会会会会    

晴天に恵まれ、朝から準備に大忙し。 

バイキンマンをやっつけろ！ 

ハイハイ競争でお気に入りの 

おもちゃを目指してそれ進め！ 

おやつの『野菜たっぷりケークサレ』を準備中。 

よ～いドン！一等賞はだぁれ？ 

秋田赤十字乳児院 

２９年ぶり 

今年は、中央・北・南の３児童相談所長も 

そろって参加され、皆と一緒に競技やダンス

で盛り上げて頂きました 

 

    

運動会運動会運動会運動会スタートスタートスタートスタート    

きまぐれな秋の空さんさようなら～、新年度からの係も

はやくからタッグを組んでがんばりました。 

＜＜＜＜本番前本番前本番前本番前＞＞＞＞    

６６６６月月月月２２２２日日日日（（（（土土土土））））    



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

ひよこ組 

 今年の運動会は、お部屋の中でミルク飲み競争。 

「チュパチュパ…ゴクゴク…」誰が一等賞かな？ 

ぐんぐん大きくなって、来年はいよいよ僕たちが

主役！あんよ、かけっこ頑張るぞ～。 

さっそく腹這いや寝返りで筋トレ開始です。（赤次） 

ぱんだ組 

運動会が終わってもたくさん練習した選手宣

誓の言葉が今でも響くぱんだ組。野菜が苦手なＫ

くんに「がんばれ！」と励ますと、Ｒくんが続い

て「ぼくたち、わたしたち、がんばります。エイ

エイオー！」とエールを送ります。皆の応援にブ

ロッコリーをパクリ、そして、ニッコリ笑顔のＫ

くんです。 

ばんび組 

よ～いどん！の合図で固まってしまうことも

あったけど、練習の成果？！もあって、かけっこ

はゴール目指してまっしぐら。すっかり気分はス

ポーツ選手でした。一番はりきったのは、もちろ

んおみやげよーいどん！！大好きなおやつをゲ

ット。今日は特別の日。袋いっぱいのおかしを完

食しました。（渡辺） 

ことり組 

散歩中、近所の畑から「ギィーギィー」と聞き

慣れない声。「何だ？」「何の音？」と不思議そう

な子どもたち。こっそり近づくときれいな緑色の

キジでした。「桃太郎さんのキジだよ！」 とお

話しすると運動会を思い出し、帰り道は、♪モ～

モタロウさん、モモタロさんと大合唱でした。 

（畠山） 

                        

ルンルン♪おやつだぜぇ

顔を上げて、よいしょ。 

クラスの旗をもってみんなで行進 

エイ・エイ・オー！ぱんだ組、がんばるぞ～。 

 

保育室ダイアリー  



里親登録前研修会 

～乳幼児と触れ合おう～ 
    

７月１日(日)、里親認定前研修の実習が当院で開

催され、全県から６組１２名の参加がありました。 

 午前中は子どもたちもよそよそしくしていました

が、午後の遊びでは甘える姿に皆さんメロメロ。「連

れて帰りたい。」との声も聞かれました。 

もっとクロス 

 

 

～心も体も栄養たっぷりに～ 
 

■編集・発行  秋田赤十字乳児院 
〒010－0041 秋田市広面字釣瓶町 100-3 
TEL 018-884-1760   FAX 018-884-1762 
電話相談 018-884-1761 
URL  http://www.akita.jrc.or.jp/nyujiin/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

     

 

編集後記 

 久々の春の開催となった運動会。変わりやすい秋

の空のご機嫌伺いせずとも安心していたが、寒気団

の影響で朝夕の寒さが続いて子ども達の体調が心

配された。 
 この頃は環境への配慮が足りないが故の異常気

象に悩まされている。秋田市もゴミの有料化が始ま

った。しっかりと水気を切って出来るだけ最小化に

努めて出したところである。（石山） 

お着替えバッグを持って 

    お風呂へＧＯ！！ 
 

「忘れ物はないかな？」「パンツは？」・・・毎日、

お風呂の時間になると、この会話が聞こえてきます。 
子どもたちは、自分のバッグに着替えを入れると

お風呂場へ直行！職員手作りのオリジナルバッグは

子どもたち自身で選びました。 

 

食食食食    育育育育    ひひひひ    ろろろろ    ばばばば    

おっきくなぁれ！ 

子どもは１～３歳に身に付けた食習慣を土台に成

長していくといいます。 

櫻田栄養士は、「旬の食材や秋田らしい地産食材を

取り入れて季節感ある食事を提供していきたいで

す。先日はみそ汁の具に春の山菜“わらび”を使っ

てみました。」と食事を通して、子どもたちの心も育

てていきたいと言います。 

また、「食材その物の味も味合わせたい。院の

菜園のキュウリやトマトが実るのが今から楽し

みです。自然の旨味を小さいうちに身に付けて

欲しい。」と食育に対する意気込みを語ってくれ

ました。 

人参。ほうれん草入りのカラフル

なパンケーキ実演中 

お風呂、そろそろ

溜まったかな？ 

今日はお風呂で 

なにして遊ぼう♪ 

おおおお    知知知知    らららら    せせせせ    

献血献血献血献血ルームがリニューアルルームがリニューアルルームがリニューアルルームがリニューアルＯＰＥＮＯＰＥＮＯＰＥＮＯＰＥＮ    

＜７月２７日（金）アトリオン１Ｆ(中小路側)＞ 

お子様連れの方のための広いキッズスペース、

公衆無線ＬＡＮスポット＆iＰad の設置、ルーム

内トイレなど、快適で充実した設備で献血者の皆

さまをお迎えします。 

秋田県赤十字献血センター 


